















































































































































































































































① Successful Keys to the TOEIC Test， Goal 500 (桐原書庖)(以下回):当面、
前期用の TOEIC総合対策テキスト o テーマ別配列で使用語棄は2000語レ
ベル中心。読解用の文章はかなり短く、学習意欲を低下させることなく試
験慣れさせることを意図した。
② Powe引rG白ra加訂悶mma訂rfor 喝 Co叩mmt
i法去テキスト九。 TOEI芯C頻出とされる文j法去項目の 7一8割がカパ一されてい
る。基本文法の基礎闇めとして使用。




































































































ケ}トでは、 3つのテキストの特色に合わせた 6項目(例えば、 SKの「語蒙J)に
245 (12 ) 
大学における TOEIC対策
表1.事前テストのクラス平均と主観的難易度(リスニング)
フ辛口ック A B 
クラスランク 3 4 5 3 4 5 
(事前テスト・スコア平均) (185.6) (174.3) (165.0) (169.2) (155.4) (149.1) 
SK.Listening 4.0 4.3 4.2 4.4 4.2 4.3 
WL.Listening 3.6 3.5 4.0 3.7 3.4 3.8 
表 2.事前テストのクラス平均と主観的難易度(リーデイング)
7"ロック A B 
クラスランク 3 4 5 3 4 5 
(事前テスト・スコア平均) (171.6) (160.6) (152.5) (140.2) (129.5) (122.0) 
SK読解 3.7 3.9 3.7 4.1 4.1 4.1 
SK詩嚢 3.6 3.9 3.8 3.8 4.0 3.9 
PG.Writing形式文法 3.6 3.9 4.0 4.3 3.7 4.1 
PG.TOEIC形式文法 3.8 4.1 4.0 4.2 4.4 4.4 
平均 3目7 4.0 3.8 4.1 4.1 4.1 
表 3. クラス別 SK、PGiこ対する興味・学習意欲平均
フ争ロック A B 
全体平均 A平均 B平均
クラスランク 3 4 5 3 4 5 
興味平均 4.2 4.1 4.2 4.1 4.2 4.0 4.3 3.9 4.5 
意欲平均 4.2 4.1 4.2 4.0 4.3 3.9 4.3 4.2 4.2 
表4. クラス別 WLに対する興味・学習意欲平均
フ。ロック A B 
全体平均 A平均 B平均
クラスランク 3 4 5 3 4 5 
興味平均 4.6 4.4 4.8 4.2 4.6 4.5 4.9 4.7 4.7 
意欲平均 4.3 4.2 4.3 4.0 4.4 4.3 4.6 4.1 4.3 
対して学生が感じた難易の度合いを 1~7 点で評価させた(lニ非常に易しい、
2=易しい、 3=どちらかといえば易しい、 4=適切、 5=どちらかといえば難しい、
6=難し¥，¥7=非常に難しい)。ブロック・クラスランク別の学習者の主観的難




た(1=まったく思わない、 2=思わない、 3=どちらかといえば思わない、 4=中立、







































分析課題 5~8 を分析するにあたっては、 2006年度プログラムと比較するこ
ととした。入学時点での習熟度を極力等しくするために2006年度の比較対象ク































ロックでは年度聞の有意差はなく (F(1.206)=8.02. p=n.s.) (分析3)、一方Bブ
ロックで・は年度間で‘有意差があった(F(1，l76)=4.26司 p<.05) (分析4)。
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